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　 霞が関 on line
　　　　　 その４ 農林水産省編

ジャランジャラン：インドネシア語で、散歩する、という意味。
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注 1)　ここでの考え方等につきまして

は、筆者個人によるもので、公共建

築協会とは、関係ありません。

注 2)　下線部分にリンクを貼った PDF

を、当協会ウェブサイト上で公開し

ています。

　今月は、農林水産省をジャラン

ジャランしてみました。

　まず、農林水産省のトップページ

を見て飛び込んでくるのは、注目情

報です。中でも、重要と書かれてい

るものがありまして、韓国での口蹄

疫、鳥インフルエンザ、家畜水産物

の放射性物質、実在しない農業債勧

誘への注意です。口蹄疫のページを

見てみますと、韓国 ･ 日本で発生し

ている状況や人の移動が活発になっ

たことによるリスクの拡大・注意が

出されています。私だけかもしれま

せんが、最近のニュースの中で、目

に入っていないので、驚きです。宮

崎県で発生した折、連日のように報

道され、その処理の大変さを目の当

たりにしただけに、心配なことで

す。鳥インフルエンザについても、

出されていました。私がインドネシ

アに住んでいたとき、毎月、JICA 事

務所から、鳥インフルエンザ情報が

出されていましたし、鶏の突然死を

身近でも聞くこともあったので注意

していたのですが、日本に帰ってく

ると、ついつい、忘れてしまいます。

しかし、昨年 12 月に、「高病原性

鳥インフルエンザの疑似患畜の確

認」がされたということで、国内で

も、注意が必要であることを改めて

認識しました。

　その次に私の目に飛び込んできた

のが、組織・政策です。林業部門と

水産部門は、庁として、その責任を

担っているようですが、農業という

幹に、統計、国際、検査、消費・安

全、食料産業、生産、経営、農村振

興という枝をつけ、様々な視点で、

国民にとって重要な農業を支援して

いる、ということを実感します。昨

今の食糧事情の変化などの報道を見

ておりますと、ますます、その重要

性がましておりますし、さらに、頑

張ってほしいところです。

　また、農林水産省では、国土交通

省とともに、公共建築物等木材利用

促進法を所管し、木造公共建築物の

推進を進めているところです。農林

水産省の関係ページでは、国産木材

の利用と、それによって、森林資源

の管理が適正に進められ、CO2 の吸

収にも役立つ、とうたわれていまし

た。そこから、各種情報をみてみま

すと、地方公共団体における木材利

用方針にリンクされておりまして、

先日、その取り組みをお伺いし、感

銘をうけました静岡県の取り組み、

「“ふじのくに”公共建築物等木使

い推進プラン」などもリンクされて

いました。また、都道府県レベルだ

けでなく、市町村レベルの策定状況

も紹介されていまして、すでに、全

国で、84% が策定されており、全国

的に関心の高まりにつながっている

状況がみてとれます。また、農林水

産省自身でも、新農林水産省木材利

用推進計画が策定され、その取り組

みの成果が紹介されています。目標

は、100% と非常に高く設定された

中、木造化率が 88%と紹介されてお

りますので、相当、努力されている

ものと推察できます。内装等の木質

化率では、93% に達していまして、

さらに高い数値となっています。

　法律所管省庁としての基本方針も

定められていまして、国の取り組み

や、地方公共団体の役割、対象公共

建築物の範囲などが定められていま

す。

　さらに、木材利用の事例も紹介さ

れていまして、その中をみておりま

すと、公共建築だけでなく、民間の

施設においても、木の利用を進めて

いる事例が紹介されていました。民

間の場合、営利目的をもつ中で、そ

うした材料を選定する、という判断

がされていると想像できるのです

が、最近伺いしまたお話によれば、

木造化によって、建築コストが、若

干、高くなる、ということでして、

それにでも、木を使うメリットがあ

るのかな、と思いました。おそら

く、経営戦略上、木質材料を使うこ

とによる雰囲気造りや、外観上の魅

力による集客効果などを期待されて

いるのではないでしょぅか。つまり

は、木という材料が、日本人の感性

に合っている、ということを暗に示

しているのではないか、と思いまし

た。

　それから、水産庁も、お魚大好き

の私としは、みのがせません。中で

も、浜の応援団。おもしろい企画で

す。建設会社の中からも、五洋建設

さんが、メンバーに入っていまし

た。以前、NHK の番組で、魚の食べ

方に精通した、現場大好きの農林水

産省の職員の方が出演され、いろい

ろな活動が紹介されていましたが、

そのパワーには、圧倒されっぱなし

でした。浜の応援団の方々も、そう

した熱い思いで、協力しておられる

ことと、想像しますと、水産業の未

来も明るい、と思いました。もっと

若くて、魚釣りが上手だったら、私

も浜の応援団として活躍できるの

に、とも思ったりした次第でした。
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